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自
家
成
立
の 

　
根
源
は
和
に
あ
り 

秩
序
の
根
源
は 

　
　
神
祖
崇
敬
よ
り 
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動 

宗教 
法人 寶 生 教 大 阪 本 部  

令和元年１１月１日 令和元年１１月１日 

青空に恵まれ　　　　（１０月１３日） 
大阪本部　「秋之例大祭」　厳粛に挙行 
―前日よりの台風１９号の進路、災害を気遣いつつ― 

御
神
言 

　「
威
実
真
統
護
国
精
神
」 
ご教話  

月並祭  
（１０月１日） 

「
天
皇
ご
即
位
に
あ
た
り
、 

　
　
御
教
祖
へ
の
御
神
勅
を
大
切
に
。」 

ご
教
話 

ご教話なさる大阪本部長様 

大祭奉納舞楽「五常楽」蛮絵装束の刺繍も鮮やかに。 
舞人は、西田清美さん藏楽貴子さん、西田のぞみさん、木本裕子さん。 

し しゅう 

に
載
っ
て
お
り
ま
す
一
枚
の
写

真
。
題
は
「
大
阪
本
部
建
国
祭

（
昭
和
十
二
年
二
月
十
一
日
、

野
田
小
学
校
に
て
）」
と
あ
り
、

御
教
祖
も
写
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　
そ
の
写
真
の
中
に
「
神
政
復

古
」
と
書
か
れ
た
旗
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

社
会
の
授
業
で
習
い
ま
し
た
「
王

政
復
古
の
大
号
令
」。
お
そ
ら

く
そ
こ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

こ
の
「
神
政
復
古
」、
即
ち
「
神

が
政
（
ま
つ
り
ご
と
）
を
行
う
、

も
と
の
姿
に
戻
す
」
と
い
う
こ

と
に
、
力
を
注
が
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
拝
察
し
た
次
第

で
す
。 

　
つ
ま
り
、
天
皇
陛
下
が
、
日

本
の
大
元
首
と
し
て
国
を
導
き
、

神
の
御
心
の
随
に
政
が
行
わ
れ

る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
本
来
日
本

の
歩
む
べ
き
正
し
い
姿
で
は
な

い
か
と
存
じ
ま
す
。 

　
そ
の
本
来
の
姿
を
取
り
戻
し
、

日
本
古
来
の
神
道
の
精
神
を
、

世
に
広
め
よ
と
、
こ
の
教
え
を

御
教
祖
が
残
し
て
く
だ
さ
っ
た

訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
大
神
様
、
ご
祖
先
の
ご
守
護

に
報
い
る
た
め
に
も
、
そ
し
て

御
教
祖
の
ご
遺
志
を
後
世
に
繋

げ
る
と
い
う
、
強
い
信
念
を
持

っ
て
、
共
々
に
更
な
る
篤
い
信

仰
に
励
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。 

　
本
日
は
、
皆
様
が
日
々
の
生

活
で
常
に
唱
え
て
お
ら
れ
る
「
御

神
言
」
の
お
話
で
す
。 

　
御
神
言
は
、
す
べ
て
の
祈
り

を
成
就
し
て
下
さ
る
、
大
変
尊

い
祝
詞
で
、
皆
様
も
小
さ
い
頃

か
ら
口
に
し
て
お
ら
れ
る
で
し

ょ
う
し
、
教
会
で
の
祭
典
で
も
、

お
子
様
方
の
大
き
な
声
の
御
神

言
も
聞
こ
え
て
参
り
ま
す
。 

　
学
生
さ
ん
は
試
験
前
な
ど
に

唱
え
ま
す
と
落
ち
着
い
て
受
験

で
き
ま
す
し
、
社
会
に
出
て
か

ら
も
、
要
所
要
所
で
唱
え
ま
す

と
、
よ
り
良
い
道
を
選
択
さ
せ

て
頂
く
事
が
出
来
る
も
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
祝
詞
を
奏
上
す
る

だ
け
で
は
無
く
、
や
は
り
修
行

日
に
お
参
り
さ
れ
、
修
行
を
受

け
て
頂
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
更
な
る

大
き
な
お
徳
を
授
か
り
、
最
大

限
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
す
。 

　
扨
、
話
を
御
神
言
に
戻
し
ま

す
。
今
年
三
月
十
五
日
の
、
月

並
祭
の
日
、
御
神
言
の
一
行
目

に
つ
い
て
お
話
し
致
し
ま
し
た
。

（『
寶
生
』
四
月
号
に
掲
載
）
本

日
は
「
威
実
真
統
護
国
精
神
」、

こ
の
一
行
は
、
人
づ
く
り
の
祝

詞
で
あ
り
ま
す
。 

 

威
…
威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、
神

人
一
如
の
心
境
で
真
情
錺

れ
る
人
と
な
れ
。 

実
…
実
を
結
ぶ
ま
で
は
、
花
の

嵐
　
夏
の
日
照
り
　
月
に

む
ら
く
も
　
雪
の
寒
籠
り

と
耐
え
る
が
人
の
世
。 

真
…
真
こ
そ
神
に
通
ず
る
近
道

で
、
素
直
で
あ
れ
正
直
で

あ
れ
。 

統
…
統
率
す
る
に
は
徳
器
が
必

要
、
没
我
愛
憐
親
切
で
進

め
。 

護
…
護
る
は
　
守
ら
れ
る
こ
と
、

法
を
犯
す
な
　
規
則
を
超

え
る
な
。 

国
…
国
あ
っ
て
国
民
あ
り
、
教

え
あ
っ
て
信
徒
あ
り
、
愛

国
愛
教
精
神
を
盛
り
挙
げ

よ
。 

精
…
精
出
せ
ば
貧
乏
の
禍
津
神

も
居
づ
ら
く
て
、
福
之
神

と
交
替
を
す
る
。 

神
…
神
は
絶
対
な
り
。
神
に
愛

さ
れ
神
自
教
伝
利
生
の
徒

と
な
れ
。 

　
ど
う
ぞ
日
々
の
生
活
の
中
で

気
を
込
め
、
し
っ
か
り
と
唱
え

て
下
さ
い
。
必
ず
や
大
神
様
が

大
き
な
ご
神
力
を
授
け
て
下
さ

い
ま
す
。 

　
教
信
徒
の
皆
様
、
本
日
は
、

寶
生
教
大
阪
本
部
、
秋
之
例
大

祭
に
よ
う
こ
そ
ご
参
拝
下
さ
い

ま
し
た
。 

　
西
播
教
母
様
、
養
老
教
会
長

様
を
筆
頭
に
、
ご
家
族
、
教
信

徒
の
皆
様
、
又
東
は
関
東
、
東

海
、
西
は
九
州
、
中
国
地
方
、

そ
し
て
畿
内
、
大
阪
府
下
、
市

内
近
郊
の
本
部
教
信
徒
の
皆
様
、

道
の
長
手
も
一
筋
に
、
熱
心
な

ご
参
拝
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。 

　
皆
様
の
熱
意
は
、
必
ず
や
、

大
神
様
、
御
教
祖
様
、
各
家
ご

祖
先
様
方
の
御
心
に
届
き
、
大

い
な
る
ご
守
護
で
皆
様
を
包
ん

で
下
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
扨
、
来
た
る
十
月
二
十
二
日

に
は
、
天
皇
陛
下
の
即
位
礼
正

殿
の
儀
が
、
宮
中
に
於
い
て
執

り
行
わ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
儀
式
は
、
天
皇
陛
下
ご

即
位
の
一
連
の
行
事
の
中
で
も

中
心
的
な
儀
式
で
、
ご
即
位
さ

れ
た
天
皇
陛
下
が
、
国
内
外
に

対
し
、
ご
即
位
を
宣
告
さ
れ
る

儀
式
で
す
。 

　
こ
の
儀
式
に
は
、
二
〇
〇
近

く
の
外
国
の
元
首
や
使
節
が
、

天
皇
陛
下
ご
即
位
の
祝
賀
に
訪

れ
、
そ
の
後
、
引
き
続
き
、
祝

賀
パ
レ
ー
ド
が
午
後
三
時
三
〇

分
頃
よ
り
行
わ
れ
る
そ
う
で
す
。 

　
そ
の
即
位
礼
正
殿
の
儀
の
会

場
で
あ
る
皇
居
宮
殿
の
中
庭
に

は
、
色
と
り
ど
り
の
錦
の
御
旗

が
飾
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の

中
に
、
一
際
鮮
や
か
な
「
萬
歳
」

と
書
か
れ
た
「
萬
歳
旛
」
が
飾

ら
れ
ま
す
。 

　
私
達
に
も
馴
染
み
深
い
、
こ

の
「
萬
歳
」
と
い
う
こ
と
ば
。

そ
の
意
味
は
、「
長
い
年
月
」、

「
い
つ
ま
で
も
栄
え
る
こ
と
」

と
い
う
意
味
で
、
私
達
の
祖
国

「
日
本
」
で
最
初
に
そ
の
記
録

が
見
ら
れ
る
の
は
、「『
日
本
書

紀
』
―
雄
略
天
皇
の
頃
」
だ
と

明
治
神
宮
の
解
説
に
載
っ
て
お

り
ま
す
。 

　
今
回
の
ご
即
位
に
あ
た
り
、

こ
の
「
萬
歳
」
の
文
字
を
揮
毫

さ
れ
た
の
は
、
私
達
国
民
の
代

表
で
あ
る
安
倍
首
相
で
す
。 

　
そ
の
萬
歳
の
意
味
通
り
、
天

皇
陛
下
、
皇
室
が
永
々
と
栄
え

ら
れ
、
そ
れ
と
共
に
国
家
の
発

展
、
国
民
の
安
心
し
た
生
活
が

保
た
れ
る
こ
と
を
念
じ
て
止
み

ま
せ
ん
。 

　
扨
、
先
日
、
十
月
九
日
は
、

私
達
の
大
切
な
、
御
教
祖
様
の

祥
月
命
日
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
云
う
ま
で
も
な
く
、
御
教
祖

様
が
神
が
か
り
さ
れ
て
、
こ
の

私
達
の
寶
生
教
が
立
教
さ
れ
た

訳
で
す
が
、
そ
れ
が
、
か
の
明

治
天
皇
崩
御
と
ほ
ぼ
同
時
刻
で
、

「
明
治
帝
な
き
後
、
乱
れ
る
人

心
を
正
し
、
神
と
明
治
の
御
代

の
心
持
ち
を
広
く
世
に
知
ら
し

召
せ
」
と
の
御
神
勅
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
為
に
、
御
教
祖
は
、
身

太
気
神
自
教
の
極
意
と
し
て
、

「
神
自
教
伝
修
行
」
を
残
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
お
蔭
で
「
行
」
を
積
め

ば
、
信
徒
一
人
々
々
に
到
る
迄
、

神
様
の
御
心
に
触
れ
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
す
。
そ
れ
が
体
の

動
き
と
な
っ
て
現
れ
る
の
が
「
御

霊
動
」
で
す
。 

　
こ
の
「
御
霊
動
」
を
更
に
磨

い
て
、
自
分
の
心
を
最
も
深
い

所
に
落
ち
着
け
て
、
大
神
様
に 

教
　
会
　
行
　
事 

十
一
月
一
日（
金
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
　
　
三
日（
祝
）　
西
播
教
会
秋
之
大
祭
　
午
前
十
時
半 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
教
会
八
十
五
周
年
　
　
記
念 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
殿
建
立
五
十
周
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
月
並
祭
　
　
　
午
前
十
一
時
半 

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　
　
　
午
前
九
時 

　
　
　
八
日（
金
）　
修
行
日
　
　
　
午
前
十
一
時
、
午
後
七
時 

　
　
　
九
日（
土
）　
修
　
行
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
　
　
十
日（
日
）　
七
五
三
参
り
　
祭
典
　
午
前
十
一
時 

　
　
十
三
日（
水
）　
宝
生
会（
ザ
・
Ｃ
Ｃ
） 

　
　
十
五
日（
金
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
　
十
七
日（
日
）　
養
老
教
会
修
行
日 

　
　
二
三
日（
祝
）　
東
京
地
区
敬
和
会 

　
　
二
四
日（
日
）　
名
古
屋
地
区
敬
和
会 

　
　
二
五
日（
月
）　
修
行
日
　
　
　
午
前
十
一
時
、
午
後
七
時 

　
　
三
十
日（
土
）　
米
子
地
区
敬
和
会 

十
二
月
一
日（
日
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
午
前
十
時 

　
　
　
七
日（
土
）　
西
播
教
会
修
行
日 

　
　
　
八
日（
日
）　
御
本
宮
月
並
祭
　
　
　
午
前
十
一
時
半 

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　
　
　
午
前
九
時 

　
　
　
九
日（
月
）　
修
　
行
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
教
信
徒
の
道
し
る
べ
。
各
家

の
来
年
度
の
月
並
運
勢
表
を
、

左
記
の
通
り
受
付
致
し
ま
す
。 

　
　
　
記 

一
、
教
会
所
定
封
筒
に 

　
　
住
所
、
氏
名
、
職
業
（
具

体
的
に
）、
来
年
の
数
え

年
を
表
書
き
し
、
申
込
み

幣
帛
料（
金
壱
萬
円
）を
中

に
入
れ
て
、
開
封
の
ま
ま

教
会
事
務
所
へ
お
出
し
く

だ
さ
い
。 

一
、
申
込
み
は
教
信
徒
で
維
持

費
納
入
者
に
限
り
ま
す
。 

一
、
申
込
み
期
日
は
、
十
一
月

十
五
日
よ
り
十
二
月
十
五

日
ま
で
で
す
。 

一
、
運
勢
表
の
授
受
は
、
令
和

二
年
元
旦
で
す
。 

※
新
入
会
の
方
、
初
め
て
申
込

み
さ
れ
る
方
は
、
詳
細
等
を

遠
慮
な
く
教
会
事
務
所
に
、

お
聞
き
く
だ
さ
い
。 

教会所定の 
封筒 

開封のまま 

住
　
所 氏

　
名 

職
　
業 

数
え
年 

来
年
の 

（　　　） 

『月並運勢表』 
申込み受付（11／15～12／15） 

令和2年度 

（

）

ば
ん
ざ
い 

ば
ん
ざ
い
ば
ん 



（３） １１月号 ほ　　う　　せ　　い １１月号  （２） ほ　　う　　せ　　い （４８９号） （４８９号） 

御
本
宮
　
月
並
祭
　
　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り 

令和元年１１月１日 令和元年１１月１日 

御
本
宮 

秋
之
大
祭（
十
月
六
日
） 

総
本
部
長
ご
教
話
『
気
を
充
頡
せ
よ
』 

御
教
祖
の
遺
業
を
鐓
締
め 

　
　
　
更
な
る
強
い
信
念
を
。 

ご教話  

教祖祭  
（１０月９日） 

「奉祝・御大典」の幟も掲げられた御本殿 

祭
主
に
先
立
ち 

　
玉
串
奉
奠
さ
れ
る
教
父
様 

大
祭
直
会
、余
興
。発
足
七
十
年
を 

迎
え
た
青
年
部
の
喜
び
を
披
露
。 

物
事
を
お
聞
き
す
る
と
「
御
神

宣
」
が
出
来
る
の
で
す
。 

　
そ
の
為
に
は
、
教
会
、
各
地

方
敬
和
会
で
行
わ
れ
る
「
修
行
」

を
受
け
続
け
て
頂
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
尊
い
神
様
か
ら
の
「
お

力
」
は
、
個
人
の
利
益
の
追
求

ば
か
り
に
使
っ
て
い
い
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。 

　
広
く
世
の
た
め
、
国
の
た
め
、

人
助
け
に
こ
そ
お
使
い
頂
き
、

そ
れ
が
神
様
の
存
在
を
世
に
広

め
、
教
え
の
発
展
、
御
教
祖
様

の
受
け
ら
れ
た
御
神
勅
に
お
応

え
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
す
。 

　
で
は
「
御
霊
動
」
の
無
い
方

は
、
そ
の
御
神
勅
に
応
え
ら
れ

な
い
の
か
。 

　
決
し
て
そ
の
様
な
事
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ご
自
分
方
の
お
仕
事

が
、
自
分
た
ち
の
利
益
だ
け
で

な
く
、
社
会
の
た
め
に
、
人
助

け
に
繋
が
る
様
に
と
、
強
い
信

念
を
持
っ
て
祈
り
、
努
力
し
て

事
に
あ
た
れ
ば
、
人
一
倍
の
利

益
、
成
果
が
上
が
る
も
の
で
す
。 

　
冒
頭
に
申
し
上
げ
た
通
り
、

皇
室
、
教
え
の
発
展
を
家
族
、

親
戚
に
諭
す
。
こ
れ
も
大
き
な

ご
恩
返
し
に
な
る
の
で
す
。 

　
こ
れ
も
又
、
常
々
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
通
り
、
自
分
の
為

だ
け
で
な
く
、
他
人
の
為
に
祈

る
、
そ
の
事
に
通
ず
る
の
で
す
。 

　
そ
う
云
っ
た
心
の
ゆ
と
り
に
、

身
太
気
神
風
が
吹
き
込
み
、
大

い
な
る
神
の
徳
に
預
か
る
事
が

出
来
る
の
で
す
。
　 

　
教
信
徒
皆
様
の
益
々
の
ご
発

展
、
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
、
本
日
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
台

風
の
中
、
数
日
来
ご
奉
仕
頂
き

ま
し
た
、
総
代
様
始
め
役
員
、

有
志
の
皆
様
の
お
陰
で
大
祭
が

斎
行
で
き
ま
し
た
事
、
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
本
宮

の
秋
の
大
祭
に
よ
う
こ
そ
御
参

拝
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
陰

様
で
滞
り
な
く
祭
典
を
執
り
行

う
こ
と
が
出
来
、
深
く
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。 

　
な
お
本
日
の
祭
典
に
際
し
ま

し
て
祭
員
は
中
京
本
部
、
ま
た

奏
楽
は
東
京
本
部
の
方
々
に
御

奉
仕
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
で
今
年
も
亦
、
台
風

に
依
る
被
害
が
各
地
で
多
発
い

た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
先
日
の
千
葉
県
を
縦
断
し
た

台
風
十
五
号
、
そ
の
折
り
に
は

当
地
在
住
の
方
々
が
長
期
間
に

亘
っ
て
不
便
な
暮
ら
し
を
強
い

ら
れ
た
こ
と
。 

　
無
論
、
電
気
水
道
等
の
生
活

基
盤
の
壊
崩
は
言
う
を
俟
ち
ま

せ
ん
が
、
因
み
に
取
つ
置
い
つ

思
繹
す
る
こ
と
は
、
普
段
私
共

が
何
気
な
く
吸
っ
て
お
り
ま
す

其
の
空
気
、
若
し
夫
れ
が
汚
染

さ
れ
で
も
為
た
ら
如
何
な
る
か
、

〝
大
変
だ
。〞
程
度
で
は
済
ま

せ
ら
れ
な
い
由
々
し
い
事
態
が

惹
起
致
す
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

　
そ
れ
程
に
至
要
な
る
空
気
、

し
て
其
の
語
を
構
成
す
る〝
気
〞

の
文
字
に
就
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
此
れ
は
〝
き
〞
と
も
読
み

〝
け
〞
と
も
読
む
こ
と
が
出
来

る
こ
と
。 

　
し
て
そ
の
〝
気
〞
に
共
通
す

る
訓
で
あ
る
の
が
〝
食
〞
と
云

う
文
字
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
謂
う
所
か
ら
神
様
に
御
供
え

を
為
る
食
べ
物
の
こ
と
を
〝
御

食
〞
と
称
し
、
祝
詞
等
で
は
御

饌
―
神
饌
と
も
書
き
表
わ
し
ま

す
が
、
更
に
そ
の
上
に
〝
御
〞

の
字
を
被
せ
て
〝
御
食
〞
と
言

い
表
し
た
り
も
い
た
し
ま
す
。 

　
同
様
に
お
酒
に
就
い
て
は

〝
御
酒
〞
と
為
り
、
だ
か
ら
奏

文
中
に
〝
御
酒
、
御
饌
供
え
奉

り
て
〞
等
と
言
う
修
辞
が
用
い

ら
れ
ま
す
こ
と
。 

　
是
く
考
え
る
に
付
け
ま
し
て

も
〝
食
〞
或
は
〝
酒
〞
そ
う
云

っ
た
も
の
は
私
共
の
生
存
に
欠

か
す
こ
と
の
出
来
得
ぬ
、
言
わ

ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
根
源
の
様
な

も
の
で
あ
る
と
も
称
し
得
よ
う

か
と
存
じ
ま
す
。 

　
謂
う
所
か
ら
神
道
で
は
、
そ

の
〝
気
〞
な
る
も
の
が
無
く
な

っ
た
状
態
の
こ
と
を
〝
気
が
枯

れ
る
〞
則
ち
〝
気
枯
れ
〞
と
表

現
を
致
す
こ
と
。 

　
そ
し
て
〝
気
枯
れ
〞
は
色
ん

な
凶
事
　
禍
事
や
災
難
を
引
き

起
こ
す
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

う
云
っ
た
頼
み
の
綱
の
〝
気
〞

が
枯
れ
て
仕
舞
う
訳
で
ご
ざ
い

ま
す
。
な
ら
ば
如
何
す
る
の
か
。 

　
亦
も
や
新
し
い
〝
気
〞
を
連

れ
て
来
て
、
元
の
状
態
に
復
し

戻
す
。
そ
れ
が
〝
元
の
気
に
〞

則
ち
〝
元
気
〞
に
な
る
と
云
う

こ
と
で
す
ね
。 

　
そ
し
て
其
の
事
を
実
践
す
る

〝
場
〞
が
今
日
、
此
の
様
な
御

祭
り
と
謂
う
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
御
祭
り
を
通
し
ま
し
て〝
気
〞

は
充
錺
さ
れ
る
こ
と
。
で
も
暫

く
経
つ
と
亦
も
や
〝
気
〞
が
涸

れ
る
仕
儀
と
な
り
、
然
為
れ
ば

再
度
御
祭
り
を
行
っ
て
〝
気
〞

の
頡
充
を
図
る
こ
と
に
な
る
。 

　
斯
様
な
こ
と
を
繰
り
返
し
行

う
の
が
神
道
に
於
け
る
御
祭
り

の
在
り
方
で
、
然
し
て
亦
本
然

神
様
か
ら
戴
い
た
元
々
素
晴
ら

し
い
身
体
や
心
、
そ
れ
の
汚
濁

を
拭
払
し
、
浄
潔
を
取
り
戻
し

互
い
に
清
ら
か
な
、
そ
し
て
大

ら
か
な
然
う
い
う
生
き
方
を
為

て
参
ろ
う
で
は
な
い
か
と
申
す

の
が
、
祓
禊
の
旨
趣
で
は
あ
る

訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
今
日
は
大
神
様
の
〝
気
〞
を

存
分
に
戴
か
れ
ま
し
て
災
禍
無

く
、
そ
し
て
健
康
で
精
励
恪
勤

さ
れ
ま
す
こ
と
を
希
覬
い
た
し

ま
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

　
本
日
は
長
時
間
に
亘
っ
て
の

ご
参
詣
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
そ
し
て
猶
、
遠
く
か
ら

の
ご
参
拝
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
皆
様
こ
ん
ば
ん
は
。
本
日
は

御
教
祖
の
祥
月
命
日
で
す
。
七

十
周
年
記
念
誌
に
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
御
教
祖
の
記
事
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

　「
御
教
祖
は
の
ち
に
、
藤
原

如
流
あ
る
い
は
神
風
軒
晴
雲
と

称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

も
と
の
お
名
前
は
山
本
亀
一
と

申
さ
れ
た
。
明
治
元
年
（
一
八

六
八
年
）
四
月
二
十
一
日
に
お

生
ま
れ
に
な
っ
た
。
八
ヵ
月
余

り
の
早
産
で
あ
っ
た
た
め
に
、

幼
少
の
こ
ろ
は
病
弱
で
あ
っ
た

と
い
う
。 

　
父
は
徳
平
と
い
い
、
農
業
を

営
み
、
非
常
な
働
き
者
で
知
ら

れ
て
い
た
。
人
一
倍
声
が
大
き

く
「
な
い
し
ょ
だ
け
ど
な
」
と

話
す
声
が
隣
に
ま
で
聞
こ
え
た

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
度
量
も
大

き
く
、
信
望
も
厚
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
村
の
人
た
ち
は
、
お

金
を
工
面
す
る
必
要
が
生
じ
る

と
徳
平
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き

て
、
山
林
や
畑
を
担
保
に
な
に

が
し
か
の
お
金
を
借
り
て
し
の

い
で
い
た
。
し
か
し
な
か
に
は
、

担
保
流
れ
に
な
る
も
の
も
あ
り
、

そ
う
し
た
財
産
が
ふ
く
ら
み
続

け
て
、
山
本
家
は
や
が
て
多
く

の
山
や
田
畑
を
所
有
す
る
に
至

っ
た
。 

　
青
年
期
の
御
教
祖
は
向
学
心

が
強
く
、
和
歌
を
と
お
し
て
社

会
勉
強
を
し
よ
う
と
十
七
歳
ご

ろ
に
京
都
に
行
っ
て
、
花
本
十

一
世
不
識
庵
先
生
の
も
と
で
勉

強
を
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
よ

う
な
組
織
だ
っ
た
学
問
に
ふ
れ

る
機
会
が
な
い
時
代
の
こ
と
。

地
方
の
有
識
青
年
層
の
関
心
を

集
め
て
い
た
の
が
和
歌
だ
っ
た
。 

　
京
都
へ
行
く
と
い
っ
て
も
、

当
時
、
村
に
は
ま
だ
汽
車
も
通

っ
て
い
な
か
っ
た
。
東
海
道
本

線
を
利
用
す
る
に
は
、
ま
ず
富

士
川
を
帆
掛
け
舟
で
下
る
し
か

な
い
。
村
か
ら
京
都
へ
勉
学
に

行
く
と
い
う
こ
と
は
、
今
で
い

う
な
ら
海
外
に
留
学
す
る
よ
う

な
感
覚
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た

こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
御
教
祖

が
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
環
境
に

お
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

　
そ
の
こ
ろ
京
都
の
蹴
上
で
は
、

琵
琶
湖
疎
水
の
建
設
に
並
行
し

て
、
日
本
初
の
水
力
発
電
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を

見
聞
さ
れ
た
御
教
祖
は
、
の
ち

に
村
に
戻
っ
て
「
今
に
水
が
火

に
な
る
ぞ
」
と
村
人
た
ち
に
話

さ
れ
た
が
、
村
人
た
ち
は
驚
い

て
、「
京
都
へ
行
っ
て
頭
が
お

か
し
く
な
っ
た
の
で
は
」
と
噂

す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

　
琵
琶
湖
疎
水
は
明
治
二
十
三

年
に
竣
工
し
、
翌
年
、
水
力
発

電
所
も
操
業
を
開
始
、
そ
の
電

力
で
京
都
市
内
に
街
灯
を
灯
し

明
治
二
十
八
年
に
は
国
内
初
の

路
面
電
車
が
市
街
を
走
り
始

め
る
。 

　
後
日
、
村
の
人
た
ち
も
そ
れ

を
知
り
「
水
が
火
に
な
る
と
い

う
の
は
、
な
る
ほ
ど
そ
う
い
う

こ
と
だ
っ
た
の
か
」
と
合
点
し

た
の
だ
っ
た
。 

　
も
う
一
つ
。
御
教
祖
が
京
都

か
ら
持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
に
、

道
路
の
普
請
が
あ
る
。
碁
盤
の

目
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
京
都

の
町
並
み
に
比
べ
て
、
自
分
の

村
は
道
と
い
う
道
が
曲
が
り
く

ね
り
、
不
自
由
な
こ
と
こ
の
う

え
な
い
。「
村
を
発
展
さ
せ
る

に
は
、
ま
ず
道
路
を
整
備
す
べ

き
だ
」
と
村
の
人
た
ち
を
啓
蒙

し
、
山
や
田
畑
を
手
放
し
て
得

ら
れ
た
資
金
で
、
村
の
中
に
直

線
の
通
り
を
い
く
つ
も
造
ら
れ

た
の
で
あ
る
。 

　
そ
の
こ
と
は
長
く
村
の
古
老

の
語
り
草
と
な
り
、
二
代
大
阪

本
部
長
・
山
本
真
道
様
が
御
本
宮

に
行
か
れ
た
折
に
「
村
の
道
が

真
っ
す
ぐ
に
通
っ
て
い
る
の
も
、

あ
な
た
の
お
じ
い
さ
ん
に
造
っ

て
い
た
だ
い
た
お
陰
な
ん
で
す

よ
」
と
感
謝
さ
れ
た
と
い
う
。 

　
明
治
二
十
年
。
二
十
歳
に
な

ら
れ
た
御
教
祖
は
、
の
ち
に
御

教
母
と
な
ら
れ
る
木
内
よ
ね
様

（
明
治
二
年
八
月
十
五
日
生
ま

れ
）
と
ご
結
婚
さ
れ
た
。
明
治

二
十
三
年
に
は
ご
長
男
の
徳
佳

様
が
誕
生
。
お
二
人
は
九
人
の

子
ど
も
を
も
う
け
ら
れ
た
。 

　
神
が
か
り
さ
れ
る
以
前
の
御

教
祖
は
農
業
を
な
さ
っ
て
お
ら

れ
た
。
生
来
霊
感
が
強
く
、
当

時
か
ら
「
あ
な
た
の
身
体
は
こ

こ
が
悪
い
」
と
言
い
当
て
ら
れ

る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
胃
が
悪
け
れ
ば
胃

の
あ
た
り
が
黒
く
見
え
、
頭
痛

が
す
れ
ば
頭
が
黒
く
見
え
る
と

い
う
具
合
で
あ
る
。
未
来
を
見

通
す
力
も
持
っ
て
お
ら
れ
、
通

り
が
か
り
の
人
に
「
あ
な
た
は

将
来
こ
う
な
り
ま
す
よ
」「
こ

の
よ
う
に
な
さ
っ
て
は
ど
う
で

す
か
」
と
進
言
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
相
手
の
患

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
手
を
乗
せ

た
り
さ
す
っ
た
り
す
る
と
、
不

思
議
に
病
気
が
治
る
。
実
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
も
「
あ
り
が
た

い
不
思
議
な
お
父
さ
ん
」
と
思

わ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

　
山
本
家
は
菩
提
寺
で
あ
る
常

安
寺
の
檀
家
総
代
を
代
々
務
め

る
家
柄
で
あ
っ
た
た
め
、
父
親

の
徳
平
様
が
逝
去
さ
れ
て
か
ら

は
、
御
教
祖
が
代
わ
っ
て
檀
家

総
代
を
務
め
て
お
ら
れ
た
。
と

く
に
宗
教
心
が
篤
か
っ
た
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
日
々
の
暮

ら
し
に
お
い
て
は
、
神
様
と
は

縁
が
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
し
か
し
若
い
こ

ろ
か
ら
、
天
皇
陛
下
を
思
い
、

国
を
思
う
こ
と
を
非
常
に
大
事

に
し
て
お
ら
れ
た
と
い
う
。 

　（
中
略
） 

　
明
治
天
皇
の
崩
御
と
同
時
に

神
懸
か
り
に
な
ら
れ
た
御
教
祖

は
、
ま
ず
伊
豆
の
伊
東
、
下
田

へ
と
足
を
運
ば
れ
た
。
神
懸
か

り
に
な
ら
れ
た
ば
か
り
で
、
ま

だ
祝
詞
は
ご
存
知
で
は
な
か
っ

た
が
、
青
年
の
こ
ろ
よ
り
親
し

ん
で
こ
ら
れ
た
歌
を
詠
ん
で
、

行
き
会
っ
た
人
々
の
病
気
の
治

療
や
祈
願
達
成
を
助
け
ら
れ
た

と
い
う
。 

　
こ
の
伊
豆
往
き
に
つ
い
て
は
、

山
梨
県
南
部
町
内
船
か
ら
東
伊

豆
ま
で
を
、
一
晩
で
移
動
さ
れ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ

れ
て
い
る
。
距
離
に
し
て
百
数

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
徒
歩
で
行

か
れ
た
と
い
う
か
ら
、
ま
さ
に

神
懸
か
り
と
い
う
ほ
か
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
地
で
杖
を
突
き

立
て
ら
れ
、「
こ
こ
に
温
泉
が

出
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
と
、
そ

の
言
葉
通
り
、
国
道
脇
に
温
泉

が
湧
き
出
た
の
だ
と
い
う
。 

　
御
教
祖
は
伊
豆
か
ら
戻
ら
れ

る
と
、
八
幡
神
社
の
神
官
を
し

て
い
た
山
本
富
五
郎
様
の
紹
介

で
御
嶽
教
大
嶽
山
教
会
の
長
田

勇
二
郎
教
会
長
に
労
を
取
っ
て

も
ら
い
、
大
正
元
年
十
月
十
五

日
、
御
嶽
教
の
教
師
を
拝
命
さ

れ
た
。
当
時
、
布
教
に
は
教
師

の
資
格
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。 

　
そ
の
後
、
再
び
農
業
の
仕
事

に
戻
ら
れ
た
も
の
の
、
鍬
で
土

を
耕
そ
う
と
す
る
と
鍬
の
先
が

飛
ぶ
、
草
刈
鎌
を
持
て
ば
柄
が

折
れ
る
と
い
う
よ
う
に
不
思
議

な
で
き
ご
と
が
続
く
。
悩
ま
れ

た
末
、「
私
が
神
様
の
子
に
な

ら
ね
ば
世
の
中
は
よ
く
な
ら
な

い
」
と
御
神
命
を
悟
ら
れ
、
田

畑
は
御
教
母
と
子
供
た
ち
に
ま

か
せ
、
単
身
東
京
へ
と
出
府
さ

れ
た
。 

　
東
京
で
は
港
区
の
古
川
橋
付

近
に
一
間
を
借
り
て
、
噂
を
聞

い
て
次
々
に
集
ま
っ
て
く
る
人
々

の
治
療
や
御
神
宣
を
し
て
お
ら

れ
た
が
、
一
人
で
は
布
教
は
で

き
な
い
。「
布
教
は
ま
ず
足
下

か
ら
」
と
い
う
神
様
の
お
導
き

で
再
び
山
梨
に
戻
ら
れ
、
甲
府

市
大
田
町
に
一
軒
の
家
を
借
り

て
、
本
格
的
に
布
教
を
始
め
ら

れ
た
。
大
正
二
年
二
月
の
こ
と

で
あ
る
。 

　「
御
嶽
神
自
教
会
」
―
神
自

ら
教
え
る
教
会
。
そ
う
看
板
を

掲
げ
て
、
甲
府
で
の
布
教
は
始

ま
っ
た
。
御
教
祖
の
私
心
の
な

い
人
柄
は
多
く
の
信
徒
の
尊
敬

と
信
頼
を
集
め
、
病
気
快
復
を

願
う
人
々
の
訪
れ
は
絶
え
間
な

か
っ
た
。 

　（
中
略
） 

　
大
正
七
年
七
月
十
四
日
。
御

教
祖
は
甲
府
を
あ
と
に
し
、
東

京
都
台
東
区
浅
草
橋
（
当
時
は

東
京
市
浅
草
区
猿
屋
町
）
に
新

た
な
布
教
の
足
が
か
り
を
定
め

ら
れ
た
。
さ
ら
に
多
く
の
人
々

に
教
え
を
広
め
よ
と
い
う
大
神

様
の
お
告
げ
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。 

　（
中
略
） 

　
屋
根
の
上
に
は
「
医
学
博
士
・

諸
学
博
士
以
上
」
の
旗
印
が
掲

げ
ら
れ
た
。
そ
の
旗
印
に
た
が

わ
ぬ
御
教
祖
の
お
力
を
頼
っ
て
、

教
会
を
訪
れ
る
人
は
し
だ
い
に

増
え
て
い
っ
た
。」 

（『
七
十
年
の
歩
み
』
よ
り
） 

　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
御
教

祖
が
寶
生
教
を
立
教
、
又
広
く

布
教
を
さ
れ
、
現
在
私
達
も
こ

の
様
に
尊
い
教
え
を
信
仰
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

　
扨
、
こ
の
記
念
誌
の
四
二
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